
 

 

当
日
に｢

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

浜
岡
原
発 

掛
川
の

会｣

の
結
成
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

原
発
の
コ
ス
ト
計
算
な
ど
で
有
名
な

大
島
さ
ん
か
ら
、
希
望
が
持
て
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
学
び
ま
せ
ん
か
。 
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補
正
予
算
で
給
食
費
値
上
げ
分
を
補
填 

 

共
産
党
議
員
団
は
２
人
と
も
６
／

２
１

(
水)

で
す
。
今
回
は
午
前
と
午
後
の
１

番
目
な
の
で
時
間
通
り
の
開
始
で
す
。 

  

◎
勝
川
志
保
子 

９
：０
０
～  

 

①
安
心
し
て
仕
事
を
続
け
な 

が
ら 

子
育
て
で
き
る
ま
ち 

づ
く
り
の
た
め
に 

保
育
料
や
給
食
費
の
無
償
化
を 

 

安
心
で
き
る
保
育
の
あ
り
か
た
は 

 ②
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
受
け
る
権
利

保
障 小

規
模
校
の
統
廃
合
、
学
童
保
育
、

地
域
部
活
へ
の
移
行
は
大
丈
夫
か 

 ③
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
雇
用 

専
門
的
力
量
が
た
も
た
れ
る
市
役
所

に 

臨
時
雇
用
の
待
遇
改
善
、
正
職
員

雇
用
こ
そ
大
事
に 

  

◎
大
井
正 

１
３
：０
０
～  

 

①
有
機
農
業
を
広
げ
る
施
策 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
協
議
会

の
あ
り
か
た 

中
小
規
模
農
家
支
援
を 

 ②
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画 

再
エ
ネ
条
例
で
抑
制
と
推
進
を 

ご
み
処
理
の
あ
り
方 

 

６
／

２
１
当
日
は
こ
ち
ら 

か
ら
中
継
が
見
ら
れ
ま
す
。 

国会がひどい！ 政治の大転換を！ 
 
国会では以前から指摘してきた悪法が自

公だけでなく維新や国民などの後押しで可

決成立しています。 

タモリさんがいった｢新しい戦前｣が現実

味を帯びてきました。太平洋戦争開始前に

じわじわ進んだ戦争ができる国家作りは、

国土を焦土と化し、国民の命と生活を破壊

し尽くすまでその流れを止めることができ

ませんでした。 

他国の人々を排斥し、軍事 

費だけは青天井に増額させ、 

後年度負担や国債発行、軍事 

産業やアメリカいいなりの軍拡を推し進め

る今の構図はまさに戦前です。 

大きな反対が上がっている入管法改悪も

メディアの扱いは弱く、ここまで日本は人

権感覚のない情けない国になのかとあきれ

る問題発言が国会で繰り返されました。 

逆に今止めなければいけない少子化への

予算などは先送りばかり･･･ これでは希望

がない。 

命と暮らし、平和を守るために、 

政治の大転換が必要です！！ 

  
 

６
月
定
例
会
一
般
質
問 

の
日
程
決
ま
り
ま
し
た 

    

先
日
も
買
い
物
で
、 

じ
っ
と
長
い
時
間
商 

品
棚
を
見
つ
め
る
若 

い
方
を
見
か
け
ま
し
た
。
棚
か
ら
取
っ

た
量
か
ら
し
て
育
ち
盛
り
が
た
く
さ
ん

い
る
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。 

と
に
か
く
物
の
値
上
が
り
が
す
ご
い
。

老
人
２
人
暮
ら
し
の
私
で
さ
え
も
、
手

に
取
っ
た
商
品
の
値
段
を
見
て
ぎ
ょ
っ

と
し
て
棚
に
戻
す
事
が
あ
り
ま
す
。
割

引
シ
ー
ル
商
品
に
手
が
伸
び
ま
す
。 

ど
ん
な
に
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

子
育
て
世
代
が
生
活
に
四
苦
八
苦
し
て

い
る
か
。
国
民
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
な
く
て
、
軍
事
費
増
や
す
余
裕
が

ど
こ
に
あ
る
ん
だ
と
言
い
た
い
。 

 

４
月
か
ら
県
内
で
も
ま
れ
な
１
２
％

も
の
学
校
給
食
費
保
護
者
負
担
増
額
を

押
し
通
し
た
掛
川
市
。 

補
正
予
算
案
に
、
国
の
物
価
高
騰
対

策
の
交
付
金
を
使
い
値
上
げ
分
の
補
填

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
値
上
げ

さ
れ
た
給
食
費
を
保
護
者
は
払
っ
て
い

ま
す
。
上
げ
な
か
っ
た
自
治
体
は
補
填

予
算
を
組
む
だ
け
で
す
が
、
掛
川
は
返

金
処
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
一
体
な

に
や
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
も
思
い
ま
す
。

 

来
年
に
な
る
と
物
価
が
下
が
る
見
込

み
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、｢

来
年

は
再
び
値
上
げ
し
た
給
食 

費
に
戻
る
」
と
い
う
こ
と 

で
す
。 

 

季
節
の
花
に 

力
を
も
ら
う 

 
 

         
 

 

              
 

    

    


